
 

 

 

 

 

 

 

第 1991 回例会  

平成 31 年 4 月 8 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所４F 

会員卓話 「ＰＥＴＳ」報告 

会長エレクト 寺下 卓 君 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング      「我等の生業」 

３．出席報告 

会員総数 42 名   出席者数 20 名 

   出席率 48.78 ％  前回修正出席率 83.33 ％ 

 

４．会長スピーチ      会長 山畑 弥生 君 

皆さん、こんにちは！今日は、

桜が満開で暖かく気持ちがい

いですね！昨日、観光で再開発

がモーレツな勢いで進む梅田

貨物駅があった梅田北ヤード

（通称梅北）に行ってきました。

高層ビル群が建ち並び、そのビ

ルの間からクレーンが幾つも

首を出し、田舎に住む私は、まるでタイムマシーン

に乗って近未来へ来たような気持になりました。来

年 2020 年開催のオリンピック、パラリンピック、

そして 2025 年開催の大阪万博に向け、この二大都

市は急ピッチで発展を遂げると思いますが、そんな

中で、和歌山は時間がゆっくり流れる人々の心のオ

アシスとなるような観光誘致を目指して欲しいと

つくづく思いました。 

さて 4 月の重点分野は「母子の健康月間」です。 

・5歳未満の幼児と妊婦の死亡率と罹患率（発病率）

の削減 

・より多くの母子に対する基本的な医療サービスの

提供 

・保健従事者を対象とした研修と保健ケアの提供 

・母子の健康に関連した仕事に従事することを目指

す専門職業人のための奨学金の支援を強調する

月間です。 

具体的な活動は、母乳に関する母親への指導や予

防接種と定期健診の推進、それから清潔な出産キッ

トの配布や安全な環境での出産、そして適切な研修

を受けた医師、看護婦、助産師など医療従事者によ

るケアを、全ての女性が受けられるよう支援するな

どの活動がなされています。尚、今月のガバナーマ

ンスリーに樫畑ガバナーが、もっと詳しく書いて下

さっています。また、当クラブのセブ島訪問やイー

ストコンペも掲載されていますので是非ご一読下

さい。 

話は元へ戻しますが、日本には、母子の健康を守

る為、妊娠期から 6歳になるまで予防接種や健康の

記録をまとめた母子健康手帳があります。男の方も

奥様が妊娠出産の折、この手帳を一度は目にしたこ

とがあるかと思いますが、日本の母子健康手帳が誕

生したのは、戦後のことで、戦時中は「妊婦手帳」

が配布され、妊婦には、米や砂糖などを配給して貰

うことが出来ました。その後、昭和 23 年に母子共

に健康を守れるようにと健康状態の記録が出来る

「母子手帳」となり、昭和 39 年には、まだ発展途

上だった日本が、医療先進国のアメリカの乳児死亡

率を下回るまでになり、昭和 41 年に現在の「母子

健康手帳」となりました。 

 医師が、この手帳を見れば母親の妊娠期や出産時

の状態、子供の発育や健康状態を把握することがで

き、速やかに適切な処置や

治療が出来る為、乳児死亡

率低下に大きく貢献した

と考えられています。 そ

して、日本は、世界１乳児

の死亡率が低い国となっ

たことから世界中で絶賛

され、母子健康手帳を参考

にしたいとの声が相次ぎ、現在、発展途上国を中心

に世界 30 カ国以上で活用され母子の健康を守って

います。 

では後程、会長エレクトの寺下さんにＰＥＴＳ報

告をお願い致しまして終わります。 

 

５．幹事報告                幹事 中村 俊之 君 

○例会臨時変更のお知らせ 

高野山ＲＣ  4 月 19 日（金）→4 月 17 日（水） 
蓮花院 （花見例会） 

 

 

No.1991

ＲＩ会長 バリー ラシン 会長 山畑 弥生    幹事 中村 俊之   ＳＡＡ 田岡 郁敏 

D i s t r i c t  2 6 4 0  J a p a n

四つのテスト 言行はこれにてらしてから 

①真実かどうか  ③好意と友情を深められるか 
②みんなに公平か ④みんなのためになるかどうか 

事務所 〒642-0002  
海南市日方 1294 (海南商工会議所 4F) 
TEL:073-483-0801 FAX:073-483-2266 

http://www.kainaneast-rc.jp   E-mail：info@kainaneast-rc.jp 



６．2019-2020 年度 米山カウンセラー委嘱状 

○阪口 洋一 君 

 

 

 

 

 

７．会員卓話 「ＰＥＴＳ」報告 

会長エレクト 寺下 卓 君 

3 月 9 日（土）ダイワローネッ

トホテルで、会長エレクト研修セ

ミナー（PETS）に参加しましたの

で、ご報告します。なお、この PETS

は、Presidents Elect Training 

Seminar の略で、国際ロータリー

（RI）の細則で、次期クラブ会長

が出席することを義務付けられ

ております。出席できない場合は補講。会長の資格

要件になっています。 

当日は、中野 均 ガバナーエレクトの国際協議

会報告と地区活動方針、続いて、地区研修リーダー

の福井 パストガバナーの講義を受講しました。更

に分区別に別れ、分科会での意見交換など、朝の 10

時から夕方 5時までと、懇親会が夜 8時までありま

した。 

会長の役割で一番大切なことは、RI 等の情報の伝

達です。これは、チャーターメンバーの宮田さんか

ら以前、教えてもらいました。 

まず、はじめに、私が PETS で学んだで、特に RI

が求めていることは。 

○世界のロータリーは変化していることを認識 

時代や社会に対応したロータリーの活動が求め

られていることです。課題として 

・地域社会とのつながり、他団体との協力や連携、

交流を深める。 

・地域の青少年や若きリーダーの支援。関連したプ

ログラムや活動において持続可能性を高める 

・家族や子供達にもロータリーの活動への参加を促

し、ロータリーとつながろう！ 

・奉仕活動やプロジェクトで地域とつながり、大き

なインパクトをもたらすことが、公共イメージと

認知度の向上、さらに、多様性のある会員増強に

つながる 

 

 

 

 

 

ロータリーの活動は、クラブだけの殻に閉じこも

ることなく、もっと地域社会や他団体、若者、家族

とつながり、活動の輪を広げ、協力と連携、交流を

深めることで、ロータリーを知ってもらい、さまざ

まな人びとが入会できる多様性のある会員増強を

図ることが求められています。 

 

○価値観を行動に！ 

私たちは、親睦を通じ

て生涯にわたる友情を

はぐくみ、国や文化を超

えた理解を促します。私

たちは職業の高潔性を

もって約束を守り抜き、

倫理を守ります。さらに、

多様性を誇るロータリーは、さまざまな考えをつな

ぎ、多角的なアプローチで問題に取り組みます。ま

た、私たちは、奉仕を通じてリーダーシップと職業

のスキルを生かし、地域社会の問題に取り組みます。

（５年間の戦略計画から） 

○ロータリー財団への寄付増進 

地区目標 年次基金 一人 200 ドル、 

ポリオ   一人  10 ドル 

○米山記念奨学会への寄付増進 

地区目標 普通寄付 一人 6,000 円、 

特別寄付 9,000 円 合計 15,000 円 

 

この PETS を皮切りに、いよいよ、本格的な次年

度に向けての取り組みがスタートしました。 

4 月 21 日には、地区研修協議会が開催されます。 

私たちのクラブでは、先月 25 日の例会で、こうし

た PETS の内容や地区協議会にむけて、委員会編成

のための細則の変更もご承認いただき、今晩、第 1

回の理事予定者会議も開催いたします。 

今後は、5 月、6 月の理事予定者会議での協議を

経て、活動方針、活動計画、小委員会の編成、予算

などを決めていきたいと考えています。 

そこで、折角の機会ですので、まず、はじめに、

次年度のクラブ会長標語（スローガン）を発表しま

す。 

会長標語（スローガン） 

「創立 45 周年の歴史を胸に刻み、調和のとれた親

睦と奉仕で、未来へつなごう！」です。 

次年度の RI テーマは、ROTARY CONNECTS THE WORLD

「ロータリーは世界をつなぐ」で、キーワードは、

CONNECTS「つなぐ」です。 

ロータリ

ークラブは、

1905 年 2 月

23 日に誕生

し、115 年を迎えます。そして、ロータリーは、年々、

進化し、変化を続けています。地域社会の状況に対

応し、ロータリーは社会のニーズにマッチした活動

が求められています。 

また、中野 均 ガバナーエレクトの第 2640 地区

のスローガンは「参加してロータリー活動を楽しも

う」です。参加頂くことで改めて、ロータリー活動

の楽しみや良さが認識されるとしています。 

我がクラブは、1975 年 7 月 14 日に誕生し、創立

45 周年の節目にあたります。そこで、私はこれらの

ことを踏まえ、次年度の私の使命は、大切な「つな

ぎ役」であると考えました。 



「ロータリーとは」「親睦と奉仕とは」について、

再確認し、そして、未来へつないでいきたいと考え

ています。山畑会長から、受け継ぎ、次のノミニー

の土井さんへのつなぎ役として、ちゃんと引き継げ

るよう頑張りたいと思います。 

最後に PETS において、「ロータリーは変化してい

る」と言うことは、よくわかりました。しかし、今

も昔も、クラブの中で、皆が知恵を出し合い、汗を

かき、苦楽を共にすることは変わりません。ロータ

リーの知識や理論だけでは、なかなか理解できない

ことだと思います。皆がクラブの活動に参加し、実

践を通じて、段々と解ってくるのではないでしょう

か。私自身が 2001 年入会以来、これまで、ロータ

リーに在籍してきて感じたことは、先輩、諸氏をは

じめ、ロータリー精神を共有する優れた人と出会い、

学び、一緒に活動することで、絆を深め、人間とし

て、また、職業人として、高められたと思います。

ロータリーに入って良かったと感謝しています。 

次年度、私は、いきなり、クラブを変革することを

望んでいません。ましてや改革などと考えたことも

ありません。これまでの歩んできたクラブの歴史や

先輩諸氏が築いてきたクラブの良き伝統や精神を

守り、受け継ぎ、ロータリーの目的やルール、ＲＩ

の決定事項に従って、更にクラブを発展させ、繋い

でいくことが役目だと思っています。 

ただ、課題であるＲＩが提唱する「ロータリーの変

化への対応」です。そための、方策や手段を考える

ことは必要だと思っています。皆さんの意見や提言

を集約し、その中で、良いと思われることを模索し

ながら、理事会で検討し、試行し、段階的に取り入

れて行ければと考えています。 

さらに、これは、お願いですが、今回の理事、役

員 13 名のメンバーは、チャーターメンバーの宮田

さんを始め、会長経験者の方に 4名、入っていただ

いていますが、比較的、経験の少ない若いメンバー

に多く入っていただきました。 

そこで、まず、理事役員を問わず、クラブの先輩

方には、後輩を育てるといった目で、できるだけ後

輩の意見や提案を聴いていただきたいと思います。

温かい目で、教え、提言し、相談にのっていただき

たいとお願いします。また、比較的、入会、経験の

浅い会員の方は、これまでクラブを支えてくれた先

輩への敬意の念を持ち、積極的に質問や相談をぶつ

けてほしいと思います。さらに、中間層の方は、ク

ラブの中核として活動を支え、新たなリーダーとし

て、また、調整役として、クラブをまとめていく役

割をお願いしたいと思います。 

ただ、ロータリーの運営や活動の進め方で、それ

ぞれ、考えや意見の違いは、当然あり、むしろ、こ

うした議論はロータリーの発展には必要だと考え

ています。 

クラブをより良くしたいと考える共通の思いの

中で、手段、方法、やり方については、お互いの意

見や提案を尊重し、ロータリーの友愛と寛容の精神、

ロータリーのルールに沿って、充分に話し合ってい

くべきだと思っています。 

皆さんの更なるご支援、ご理解、ご協力を切にお

願い申し上げます。ご清聴有難うございました。 

 

８．閉会点鐘 

 

次回例会  第 1992 回 例会  4 月 15 日（月） 

12:30～ 海南商工会議所４階 

会員卓話 谷脇 良樹 君 

 

 

 

 

山東 剛一 君  米山奨学会のご寄付よろしく

お願いします。 
寺下  卓 君  本日、卓話よろしくお願いし

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

毎年、5 歳未満で命を落とす子どもは、世界で推

定 590 万人。その原因は、栄養失調、適切な医療や

衛生設備の欠如など、どれも予防が可能なものば

かりです。 
 
予防可能な原因で母と子どもが命を落とすこと

などあってはならないと、私たちロータリー会員は

考えます。すべての母子が質の高い医療を受けられ

るよう、そして、出産で命を落とす母親がいなくな

り、子どもがすくすくと成長できるように、私たち

は支援活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーはこんな活動をしています 
教育、予防接種、

出産キット、移動

クリニックなど、

ありとあらゆる

方法で母子の健

康を推進してい

ます。また、女性

を対象に、HIV 母子感染の予防、母乳による授乳、

病気の予防に関する教育も行っています。 



母子の健康における成果 

私たちは、地域社会が自力で母子の健康を守って

いけるよう研修と支援を行うことによって、持続可

能なかたちで母子の健康を促進しています。 
  

ロータリーによる活動の例 
出産前ケアの移動クリニック 

 ハイチは、西半球で母子の死亡率が最も高い国。

この国で、医療ボランティアと助産師が僻地に住む

母と子どもに医療ケアを提供できるよう、医療機器

を搭載したジープを寄贈しました。 

可動式がん検診支援 

 インドにおける、可動式の癌検診機器一式の提供

と、認識向上を目的とした研修の実施 

産科ろう孔の治療 

 自宅出産を安全に行うため、ロータリー会員が

300 万ドルを投入して 5 年間の試験的プロジェクト

を開始しました。このプロジェクトでは、2005 年以

来、産科ろう孔で苦しむ女性たちの尊厳と希望を取

り戻すために、当初の目標を 500 人上回る 1500 人

の治療を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「母親が強く、健康であれば、その家族も強くて
健康になり、貧困と飢餓も和らぎます」 Robert 
Zinser さん、人口と開発のロータリアン行動グ
ループ共同創設者、BASF 元アジア統括部長 

  

母子の健康月間 
(Maternal and Child Health Month) 

「母子の健康月間」は、４月を重点分野とし、5

歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減、妊婦の死

亡率と罹患率の削減、より多くの母子に対する基

本的な医療サービスの提供、保健従事、者を対象

とした研修、保健ケアの提供、母子の健康に関連

した仕事に従事することを目指す専門職業人の

ための奨学金の支援を強調するもので、2014 年

10 月 RI 理事会で決定されました。 

 

 

 

母と子が強く健康に暮らせるように、ロータリ

ーは医療の質の向上、衛生、教育支援、経済的機

会の創出に力を入れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本では、多くのクラブで会員数が減少し、会員

年齢が高齢化しています。そんな中、米山学友を中

心とする「東京米山友愛ロータリークラブ」が 2010

年に設立されました。 

会員が多国籍ということに加え、会員の平均年齢

が若いことがこのクラブの特徴です。公用語は日本

語で、連絡や例会も日本語を使っています。 

会員の出身国や関係国での海外プロジェクトの

ほか、東北被災地でのカレー炊き出し、ヨガ体験、

高校生に会員出身国の文化を伝える活動、米山奨学

生の文化理解ワークショップなど、国際色豊かな活

動を展開して「元気なクラブづくり」を目指してい

ます。 

独自の活動で公共イメージアップ 
クラブの特色を生かした奉仕活動は、口コミだけ

でなく、地元紙・メディアにも取り上げられ、公共

イメージ向上につながっています。現在、国連ユニ

タールとの活動に参加しており、今年度（2017-18

年度）初めてグローバル補助金を活用して、米国の 

クラブと一緒に広島の原爆を生き延びた被爆樹木

を世界に植樹するプロジェクトを実施しています。 

会員ネットワークの活用 
ロータリーファミリーや友人の紹介が多いのも

このクラブの特色です。会員の家族、友人、大学の

後輩などを奉仕活動に誘って、ロータリーの活動理

念をともに学び、体験し、それが入会につながって

います。会員出身国の学友会活動の活性化も、奉仕

活動の一環として取り組んでいます。 

学友は入会前からロータリーの活動に参加した

経験があり、特に米山奨学生は、「米山学友」とし

ての誇りを胸に、民間大使として日本と母国との懸

け橋として、さまざまな分野で活躍しています。 

リーダーシップの育成 
米山学友が日本社会で道を拓き、幹部職として活

躍できるような人材として育つことができるよう、

RYLA プログラムなどをヒントにした企画にも取り

組んでいます。会員には独立して起業した人も多く、

海外のビジネス事情について情報交換をするなど、

職業奉仕にも役立っています。 

クラブ会報・広報・雑誌・IT 委員会    委員長：上野山 雅也  副委員長：清水 敏光  委員：阪口 洋一  千賀 知起 


